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2号機炉内調査・温度計設置のための
TIP案内管健全性確認の再実施について
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1. これまでの経緯

TIP室内配置図

OP14320（Vessel 0）

OP10974

OP9510

OP5480

索引装置

バルブアセンブリ

OP10200

OP13260

OP13860

しゃへい容器

駆動装置

パージ装置現場盤C 現場盤B，A

PCV

RPV

OP14320（Vessel 0）

OP10974

OP9510

OP5480

索引装置

バルブアセンブリ

OP10200

OP13260

OP13860

しゃへい容器

駆動装置

パージ装置現場盤C 現場盤B，A

PCV

RPV

TIP計装配置

PCV

RPV

索引装置

バルブアセンブリ

しゃへい容器

駆動装置

パージ装置 現場盤

（ボール弁、爆発弁）

約O.P.8600
PCV滞留水水位

約O.P.6000

OP14320（Vessel 0）

OP10974

OP9510

OP5480

索引装置

バルブアセンブリ

OP10200

OP13260

OP13860

しゃへい容器

駆動装置

パージ装置現場盤C 現場盤B，A

PCV

RPV

OP14320（Vessel 0）

OP10974

OP9510

OP5480

索引装置

バルブアセンブリ

OP10200

OP13260

OP13860

しゃへい容器

駆動装置

パージ装置現場盤C 現場盤B，A

PCV

RPV

TIP計装配置

PCV

RPV

索引装置

バルブアセンブリ

しゃへい容器

駆動装置

パージ装置 現場盤

（ボール弁、爆発弁）

約O.P.8600
PCV滞留水水位

約O.P.6000

TIP室

 2号機TIP案内管（A～D）の健全性確認を実施（H25年2月末）。
 Dライン：索引装置リミットスイッチのローラが上がらず、挿入不可
 A～Cライン：案内管内面の付着物が障害となり、挿入不可

 ダミーTIPケーブルを使ってローラを押し上げ、かつ、付着物を除去する方法の
成立性について工法妥当性確認試験結果より確認（H25年5月）。

 ダミーTIPケーブル用の送り・巻取り装置の製作が完了したため、障害物対策を
行いながらTIP案内管の健全性確認を再実施する。
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2. 作業概要

TIP索引装置

RPV底部（O.P+14320）

LPRM
検出器継手

TIPボール弁
（バルブアセンブリ）

新規隔離弁ユニット
（第二隔離弁）

RPV

PCV

伸縮継手

継手（ペデスタル内）

TIP室

O.P+10200

送り・巻き取り
装置

① 先端にクサビを取り付けたダミーTIPケーブルを送
り・巻き取り装置（【参考①】）でTIP索引装置まで挿入。

② TIP索引装置リミットスイッチローラ部を通過できた場
合には、ダミーTIPケーブルを更にペデスタル内（図
図の☆位置）まで挿入。

③ ダミーTIPケーブルを引き抜き、ファイバースコープ
に切り替え、送り・巻き取り装置で挿入。

※案内管内部の付着物等で先に通過できない場合は、
ダミーTIPケーブルを再度挿入し、詰まりを解消する。

ダミーTIPケーブル
と先端クサビ形状

ペデスタル
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3. 工程（案）
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 ダミーTIPケーブルの挿入作業及びファイバースコープによるTIP案内管健全性
確認作業については、Bライン→D→C→Aの順番で行い（【参考②】）、確認作
業を最長3日/1ライン（詰まりがあった場合）かけて実施。

 TIP案内管の健全性確認の結果より、後段の作業（内視鏡による炉内調査、温
度計設置作業）の実施可否を判断する（ホールドポイント；H.P）。

送り装置等の製作、習熟訓練等

温度計用送り装置の一部設計変更・改造（温度連続測定化）

H.P
健全性確認結果
より後段作業の
実施可否を判断

準備作業（除染・遮へい作業、資機材搬入等）

内視鏡による炉内調査、
温度計設置作業

現場作業
・ダミーTIPケーブル挿入作業
・ファイバースコープによる

TIP案内管健全性確認作業

TIP案内管を活用した温度計設置・炉内調査の全体工程

準備作業
（資機材搬入等）

習熟訓練
（炉内調査、
温度計設置作業）

【参考③】
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【参考①】送り・巻き取り装置概要

ダミーTIPケーブル
用送り・巻き取り装置

ファイバースコープ
送り・巻取り装置

約
13

00
m

m

約1100mm 巻き取り容器

送り容器

リール

気密容器

架台

約φ600mm

巻取り
ハンドル

送りハンドル

約
14

00
m

m
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【参考②】TIP案内管の周方向位置

Aラインは、TIP案内管が炉心下部を横切っており、案内管の損

傷リスクが高いため、最後に健全性確認作業を実施する。

北

A

C
D B

D

TIP索引装置がCh.1選択時の
TIP案内管炉内位置

A

B
C

TIP室

TIP索引装置

PCV
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TIPバルブ
アセンブリ

遮へい容器
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【参考③】 温度連続測定のための装置改造

温度測定値記録方式の検討

【当初計画】（5点測定）

【見直し案】（連続測定）

温度測定の都度、接続する必要があり、
測定点を増やすと、作業員の被ばくが増
えてしまう。

接続作業が無く、被ばく低減可能

 温度を連続測定できるように装置を改造
（仮設デジタルレコーダに接続→スリップリングの使用）

挿入中は回転

リール

補償導線


